
報道発表（お知らせ）

「2006国際医療ICTシンポジウム」開催のお知らせ
－安心・安全の医療社会基盤を創る:先端情報通信技術と先端医科学の連携－

平成18年11月24日

健康で安心・安全な社会の構築は、日本のみならず世界共通の課題です。あらゆる種類の疾病、飢餓や災
害に起因する健康被害から人々を守り、安心で安全な社会を構築していく上で、保健や医療の現場における
最先端の科学技術、とりわけ情報通信技術(ICT)を活用していくことの重要性が広く認識されています。 

そこで、最先端の科学技術と医療の現場、さらには社会システム整備に関する関係者の国際的な情報交流
と議論の場を提供することを目的に、情報通信研究機構(NICT)、横浜国立大学(YNU)、横浜市立大学(YCU)
の3機関が共同で「2006国際医療ICTシンポジウム（ISMICT 2006）」を開催することとしました。 

今回のシンポジウムでは、特別企画として市民講座（CEL＊シンポジウム）も開催し、健康と安心・安全な社
会基盤の構築について市民の皆様方とともに考える機会も設けています。
研究者、行政関係者や産業界はもとより、幅広い一般の皆様方のご参加をお待ちしています。 
（＊CEL: COE Projects for Communication, Environment and Life Science ）

記 

2006国際医療ICTシンポジウム（ISMICT 2006）
安心・安全の医療社会基盤を創る - 先端情報通信技術と先端医科学の連携 -

独立行政法人 情報通信研究機構（NICT。理事長：長尾 真）は、横浜国立大学（学長：飯田 嘉宏）、横
浜市立大学（学長：ブルース・ストロナク）との共催により「2006国際医療ICTシンポジウム（ISMICT 
2006）」を12月1日（金）、2日（土）の2日間に渡り横浜で開催します。

◆日 時： 平成18年12月1日(金) 
医療ICTシンポジウム（国際学術研究集会）
10：00～17：00（レセプション 17：00～18：30） 

同12月2日(土) 
特別企画：CELシンポジウム(市民講座)
-健康・安心・安全な社会構築に向けて-
10：00～12：30

◆場 所： 横浜市立大学 福浦キャンパス ヘボンホールおよび講堂
会場情報：http://www.yokohama-cu.ac.jp/access/access.html 

◆主 催： 横浜国立大学、情報通信研究機構、横浜市立大学

◆協催・協賛： IEEE Tokyo Chapter、 電子情報通信学会医療ICT研究会（協催）、 NICT医療ICTコン
ソーシアム、よこはまCEL-Triangle研究機構

◆後 援： 文部科学省、総務省、神奈川県、横浜市都市経営局、YRP研究開発推進協会

◆参加費用： 初日有料(5,500円)、二日目無料

◆内容の詳細： 事務局ホームページ：http://www.ilcc.com/ismict/

◆お申し込み
方法：

上記ホームページから、または、FAX,携帯電話でできます。
○Faxの場合 ：03-5562-3666
○携帯電話で：右のQRコードから



＜問合せ先＞
情報通信研究機構
総合企画部広報室
栗原 則幸、大野 由樹子
Tel: 042-327-6923、Fax: 042-327-7587

＜本件に関する問合せ先＞
横浜国立大学
未来情報通医療社会基盤センター（医療ICTセンター）
担当教授 塩見 正 （事務局）
Tel＆Fax：045-339-4490 

情報通信研究機構 医療支援ICTグループ
河野 隆二、浜口 清
Tel: 046-847-5073、Fax: 046-847-5431 



別紙


